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草食昆虫と植物の攻防戦

植物は自然界において、糸状菌、細菌、昆虫、ウイルスといった
多くの生物的なストレスにさらされている。その中でも、虫害は作
物生産に大きな損害を与えており、その摂食様式から師管液を摂取
する吸汁昆虫と植物組織を食べる咀嚼昆虫に分類される。近年、植
物と害虫の相互作用についての研究が進み、植物免疫応答が吸汁昆
虫であるウンカ・ヨコバイを排除することが明らかとなってきた。
一方、植物は咀嚼昆虫の傷害によって放出される植物由来のDAMPs 

(Damage-associated molecular patterns)、あるいは咀嚼昆虫の唾液由
来のHAMPs (Herbivore-associated molecular patterns) を認識し、防御
応答を誘導することが見出されている。本セミナーでは、草食昆虫
と植物の攻防戦について最近の知見を紹介する。
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